
ISSN 0285-2861

〈研究紹介〉

火星 CO 2大気の光化学的安定性の再検討

エームズ・リサーチ・センター島崎達夫

火 J， l 大公の大出I>分(キ ~J96% )が C02( 二階化炭ぷ)

であることが (110:: !こ分ったのは.そ 7 速い f? のこ

とではむい。地球か句の観測で紋 iJJlこ C02 を検出

したのは Kuiper (1947) で. ，~、外望遠鏡によって

2μ m j!i くのバンドの鋭 'WI から 4 .4 m.atm の分陀を

j!tた.この観測は saturated band の観測であった

ゐに仏 l庄がよくなかったが 1963 年に Kaplan らは

0.87μm 近くのせりい unsa lUl'aledband の観測から

SSm.allll といヲ大きな fill を lit た。その後 2 年ipt に

おこる火.!J tのifr(oppos 山on) の際に.より l苅ぃ分

解能の分光 JI で観測が繰返された結*.火 5! 大気

小の C02 の祉は 55-90m.atlll であることが分った。

二れは火 Jl~ 表 IIIiにおいて*~J4 .0-6.7mbal の分 l工に

当る。

地球からの観測では地球大 fat. 中町 co ，や 1120 の

l吸収のし弘明 iを取除くのに抗心がいるが Marinel

6.7 による j' 'tl i船の火 JI~. 7 ライーパイや tVlarincr9

のorhitel からの観測により得られた火Jl\大気中

のC02 のlU:む平均 70n 】.atm. で地|からの観測とほ

ぼ一致する flli を不した。

-ij. 火 J 1 \. の大気圧は地球からの噌 j卓鋭観測に

よる幾つかの co ， bands のIt!時lII. il\l lの， 11 11;£ 結決の

解析から得られて，はじめはお mba I とn: H\ されて

いたが、観測紡皮肉 1" jJーと解析 iii 去の改良ととも

にその他は小さくなり. 5-8mbarf :'f. li[であること

が分って米た。この f直はその後 Mal 川CJ やVik 川g

Aぴソ j1!の Mars ヰJ耐自{?の観測かりも侃:かめられた。

以上の憾にして.火主~.の大気 Hーが低〈、その大

i1 1~ 分が co ，からなっていることが. 1960 年代前半

に砿尖に知られるように立ったわけであるが，そ
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れには JI~W休による Iii按観測の結果が If(嬰む i立 ~lilJ

をよ~したことは何めな L 、。ところて"S-8mba r とい

う火 li:f;: 1MI→のれ J( は. J世foRで員ぇ If~ li:府闘にお

けるれIt:に-I' ll :'Jする。火.!Ii大気 ql にはオゾンが悩

〈少 ld しか lU ，しむいことから.太陽紫外線の太

郎分は火 il~ ぷ 1(11 にまで j主し得る。 CO ，による太陽

新外線の吸収ははば 2∞01\以トの波長でおこるが，

このゐ CO ，的解脱が火山大気の全高度で急速に泣

む紡*.解離による生成物て'ある CO と Oが有効に

結合して CO ，にらどらない限リ.火 11 大気 ql の総

ての CO ，は 30 ∞- 4000 11' でCO と Oに分解してしま

フ符て eある。

CO と Oが車内介して CO ， Iこ戻る III 接的化 γ 反応は

b説的て泌<. XO と Oが結 f干して 0，になる !λ 比・は

それよリは IIi 成リ迎いが、観測された火.!J L J.、公 ql

の0，の :IU .;t 1't- り多〈主い。この桜にして CO ，の桝

自Ii:によリ刊ーする多 l止の o と CO とが. 02 になること

らなく.いかにしてイ f~1) に CO ，にもどリ.大 3L の

i 成分を CO ，に似勺ているのかという民間が 'I じ

てきたわけて“ある。

Mal 川Or ンリーズによる火lJlのむ自 IU 日観測によ

り‘ 1ιr\ i'，' 1主:の~)、が 120-1:JO~mllf .j近にあることが

分勺たがーニ it は地球の屯i1i1f 1f'1 FI 府にあた I) 火H

にはi"t 1(1 は {f イI: しない。このことは火以の卜 1M 大

公 q 'i~は 01 ，( (が|分作品しないことを .o:P ，kして

いる. I.IM 大気 'II でO と CO を千 1 企JH ニ CO ，にもどす

化。 "f:( I(J 機桃が弔えにくいことからーこれらの Oや

む 01 よ是正動により卜!併に泌ば it. そニて'後に述べる

図2

ような II0x の触媒化.，'{:反応て "CO ，になるむのと 4

えられる。このような前正iJ±酎 J をイ l 効におニ l.

JJM 大公 III の O 原 f のfLT を観測他と iえさせるた

めには句 5X 10 8 rmsec- 1 以!の j、き$渦拡散{系数

(今後 K illl と II千ぷ)を引っ大きな i /，1 1拡散(吋 dy di ト

ru~ion) が必要て'あることが、 1970 i.ド代初 'JJVI に

McElroy らによリ小さ it た。この Kill(lj:. Jl!!f,RI

)~iJ、公的場合同 100!百 f'UQの大きい flli て1 日~かには

いじ \m ，、 ill，である。 '!''ok. その後多くの研究すTが

}J学的Jldiは悩射・員二~t1J'J考泌から.そのょっな

大きい Kfll( はイ、 llf1~である ζ とをぷ11i面した。 fill

'I ら「和I欣 MeEI roy らが I.IM 大二ぃドの 011;( r 帝 l支

を況fリ lするのに.そのような大きな K fll! を必要と

したのか ?Jx r彼らの附いたモデルは妥当なむ

のて
e
あったかヲ」ということについては . ~H[l'l

えて出lI 'i味するものはいなかった。

'il~'は今 1111 その点について 11f·1I守昧をした紡栄.

1店らのモデルの欠陥を町l らかにするとともに， む

っと小さい Kflllで上j宵大気的 01.血 f の引を説明す

ることが日1米ることを見出した。 1庄句のモテソレの

31 の問題山は太陽制射 let として j、きすぎる fl立を

mいていたことて'ある。その為.モデルで， :I f!さ

れた Oの生成半が過大にすぎたことになる。 Mari

net シリーえの 'Jと験が行われたのは 1968-71 年で太

陽， 1 ，1.'; }， 1.i .1/~ JYJ の阪大附 jlj" にあたる.モデル f1 成にあ

たリ彼らはその l つ， jij の極大 !YI (I95RiF 可i)の太

陽申 i，i~H 別IlJf ll( を IIJ '、ているが. 1958 年と 1969 年で
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はいl じ極大て院も，!，I，';，l， I，i数が↑/;:1)/巡っている(第 I 凶

参!H{， )。川も fiJi:らのモテソレに 1*111 したテ -7 のJ主で

ある 1958-9年の太陽市lti射1脱出'I に!日い句れた Detwiler

らの装 lft は、実際より大きし哨 l\fH-: 託を与えること

が，その 1去の脱出 'J装出の比 E肢検脊て叩 i らかになっ

た。

rvlcl ム ]roy らのモデノレで過大な Kll (1が fIj られた原

|正!の第 2 Iム火 Hよ!科大気の出肢を大きく lli 定し

すさたことである。( tv"" 川 c ，や Viking の成んだ

叫WI. 火~ I~はその剖IA.·4，;の大きい軌道一l で，太陽

か旬以も泣いところにありー l 府大気の i!nl皮は u j"

成リ if，かった告である)このためモテソレ中の卜!百

ブミ主(C02 の fif 泊、多くなり， 過大な o カυυ止されて

いる。又モテソしの計$~で1+1:句れた O の庁'il立と比1肢

すべき観測似は。 O が屯子と f品J突して 0('5) Y. は

O('S)的状態に励起したあと，似射的緩和により

放射される 1304λ1356A の州制虫!立かり耳目論(I'J

に算出されるが.そのり山他が似定された大気治

l主に依存する。彼らがill いた 365-435 K の品)止では，

o\If;，}!.tは 135kmの出 J立で1-05%になる。 iii し乍ら

Mal 川町観測時に7J.止"と忠われる 3αlK の出1主では

1-2%の値が1~J られる筑て"ある。

第 2 図に彼らのモテソレの一例 (K=Iげの場合)

を 1波紋で示してあるが，彼句のJ品合花見詰!'I他の0.5

1%を説明するにはもっと大きい K を必攻J とする

ことが分るが. 1k々の新しいモデル D では I;;J じ K

で0.5%が説明 lH 米る。lt!に J'Rも{'! .1"'I!.的と忠わh る

Kil在的 profi Ie を似，，2したモテソレ A (lOOkm 以卜で

5X10 7 ) で1-2%の脱出lJ1t !i が説 iり j 出来ることが 'I 、さ

れている。

下府 (ωkrn 以ート)では. ノ'j( H~ 気(1-1， 0 )の 141(.離

により生じた II0x (1-1， 0 1-1，1-1 0，の総材、)による触

煤化学反応で CO と Oの以 lょが促進される。反 J. i::一系

としては.

1-1+0 , +CO，→1-1 0，ト CO， (II

HO,+0 • OH+O, (2)

CO+OH-ｷC02+H (:1)

lIet: CO+O • CO,

が考えられる。 (2)の反泌は可成リ叩いのでO と O

が反応して0，になるのを妨げているロ又このNJ"i::.

に必裂な oは Mcl-:lroy らのモテソレでは大きな Kで

上!国から込liばれる必要があるが，日ぽlにも述べた

i曲り火以大気て刊は表前i まてーC02 的解向ii.により O が

生成されるので，必ずしも上!日から 0 をJlliんで来

る必安はな L 、。 HII ち大きな K を必投;としない。又

似に O が|分主いl昨には次的 I>いし、がおこって C02

が生成されると考えられる。l!1Iち，

X2) 1-I +02+CO,• 1102 +C02 (4)

H02+1-1 0 ,• 1120, +0 , (日)

liz0三 Ih レ→ 2 ・ OH (6)

X2) CO+OII • C02+11 (7)

net 2'CO+O,• 2'C02

この反応系て-Ii 0 と Oの反応て"0，がけL:tえることを

妨げないが， netの反応で分るl凶り反応、系は0，を

消滅させている。

以J の反応系はいIれも1-I0xの押~I WlJ.比九;によリCO

と O(文は02) からCO，を再生しているわけである

が，そのII0xは'-Iz 0から '-I 成されたもので"ある。

筆名ーはどの[占の1120があれば、有効にC02 が 1'j. '1

されて，火出のCO，大気が光化学的に'&一定て。あり

仰るかを調べるためのモデノレ言|併も11 った。

火星大気'I' 的水恭気温:についてはVikil唱 orbitcl

からのKWII甘|の奴州がありーさItl白千百分id て市一IOOI'Ill

の 1111 が何られておリ，ヂ飾/止ひ"場所により大きく

変動している。極地}Jを|除くと年平J'Jは 20μm 以

-3 ー
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1ごで 7 口ー，<ノレなIi t，)II!i として 10μIII {I} と 4 え

るのが宜吋であるの r~':j Jft分布についての観測はな

いので，ある I~':j ，主までは完全混合.それよリ!の

1:':jJ!Xでは飽和状態にあると fli定して. .!Ii~I{(h' t分が

10 川n になるよヲな分仰を If.{定する。

モデル JI i1の結果は.そのような水 115. 気分布て'

は HOx の触 W; 11' 川がささすき'て. C02 を IIγI'. しす

ぎることになる o J!日ち"， I1e の反比.:;3子、て 'CO ，が'1'. 1.止

される咋'の }j が.隣自 If によリ CO ，が消滅する咋'よ

リ大きくなってしまう。この IJ;(閃としては色々な

がが A与えられる。先-5II 0xl oi ]. e::の反応て'その 部

が1 1， 0や 1121 こむどる lλ 札、 ({'IJ えば 011; 110,• 112

0+02)の反応述 J~がもっと述いとか. II+H02

の反応て ""Hz や1120 の:1\米るネカ '0 II の山米るヰ'よ

りもっと大きいとかで， HOx の背~~ ，支が実際はモデ

ル{也より小さいか L知れな L 、。次に I-H )Xの H 変化

を弔えると.金 f，j，;としてもっと触蝶{午 III か似くな

るかむ知れない。又.火 JT~ の水!.~~主'\1止は1:筒 i や~~

J主によリ ~I" ，:i:; に大きい変化をしているので.これ

を l 次ιモデルで l つの profile に代よさせるニと

に lin 泌があるよとも与えられる。将 42 ，この山を

2 次 iC. )う歪は 3 次 JC モデルて'検， ;·t ーする必裂があ

ると， tl われる。お 31 ヌII ニ oil-:々 のモテソレて寸時られた

1I 0x 成分の r:~lJi 分布を示しておく。

(しまざさ・たつお J ・Hi Pl f特;以数以)

現(旧)職等

?'IIiiIi!.),q:WJ l

異動事項

(昇任)

日;-1 'j':Hi凶 f岬冗f

~!J教f1

付|町L 11.1

宇宙構造物研究会

1111.¥ II(HI16 :J子 r IJ)J~9 IJ(刈 -30 日 WI

lJ) j! リr 相 l悦 JJ;( キャム〆ハス本自'{ 2I析大会;品市

Illjイトせ光 イIiInCr 研究所uJF究協力，]~!ー

J,;[;;jfIJ IIIf,f,

0427(51)3911 (~'J~234)

お知らせ><><><><><><><><><>.<><><><><><><><)・0(><)・O( X><><><><>< コ~

I *人事異動 v

高石訂氏名

*ロケ y ト・衛星関係の作業スケジュール( 12月・ '89年 1 月)

12 月 '89 年 月

5 1(1 15 20 25 :'1i.l 1 5 10 15 お} 25 '筑}a.> , ~~~

M-3S[1-4
組 .:r. 才へレ ..， "J/ テぇト

K おじ

EXQ5-D -t;.サ 植え

アライ， ハ!正ト l はそん串 2 大 副IIづzF i6 ーノ J ト BA'I ウサ {FトEすJべhb J ,件 I'! 千」駄 I~II ヂェク心ト 同，in'" IνB Ill! チ主タ克rl'，~

じこコ 仁コ 口 口 口 !日

MT-135・ 50

5-520-10 噛{;-わせ

哨 {t わせ 仁コ
7ライ J テヘ， ，り

1216J で}

",-I-m Jライトタヘレ 〆 H

5-310-19 にコ
哨{t わせ

(U iJで)

T
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クリーンブース内で81Pし及び83モータ部

と結合された衛星EXQS-D

(低木哲夫)in{する。

*M-3S11-4 噛み合わせ試験終了

自 H 中旬から li われていた ~1-3S I1 -4 の哨み合

わせ lえぴ作 H.. 正験は 1011 トIj的の尚早 EXOS- J)と

の~:/;{j- 式出荷を以後に終 r L. KSC に巡ばHjJ

ち上げill ， fliii に人る。 -}j. ii/iI，!は機体と分自Iiされ

た後. Jt£半年 I止|析の試験・訓肢を n，、米年 1 )j 卜't l}

に KSC に J~搬されて 7 ライトスケジュールに合

わであった 31111Flとむなると 1'7 (釘 i ったダスト

にらド?へとなリ.全 H一体となって傾めて ii主事 n

(11 耳、が行われた 1·.ltじの LI (\(jに供l して n rr( なデ

ータがf~J られたことは日ワまでしな L 、。

(場[1~1主的)

*ベヰトレータ

~'; 3I!!III のへ不トレ -HI ち込み実験が珍し

く好Kの続、、た能 l~実験場でIOJJ3 lJから 13 lJま

て寸丁われた。今 1111的実験では.前 luiに比べ よリ

速い打込j止 l交においての 11 人深きや k.f)}. ilH主機

~:;: f:fi 内閣ti~i中刊を，~~べる i血.ボディのれ :1::1lニや?

イクロパJレー/を合むボッティング村についての

データを f!J' ることがm，、てFあり可，，;till b 合的て 11-1

6 機. 1民似)jf(li砂に jJ ち込んだ。この小にはア/

テナを俗，II<した~.妙主引のヘネトレ -1 もある。

改良された射HI 装 ;t.:の成 Ii はすさまじく.砂町 n~

;ij: ~lj .11-_則ン トが11f凶大 1政 L. その補充に大わり

ふ

下，;;> *表紙カット説明

問 ISA.引\ ~表紙カ y ト~撮影・杉山吉昭

門事情H
ヤ\..:::こ」竺!J NASA フレ y チャー長官来所

IIHIn IlIl Fletchcr!*'(: が未}叶された。 1 ，;11 iは

[.Iii際部以 Bartles. n 本初当日 Turner ， 1と山本イ l

Clemenls，大jlHn参 ιWLfGclzillgel の作氏。 宇

宙研II!II は 114村所長.林IJljll)j- k以下.出 III ，丙1Tl.

松尾の 3 数以か泌付。」ミとして所長から IS r¥S の

J'1!T. f山j f(li の川副 Jを説明する形で進めら i し k自の

お人制かり裂しし、やりとりが交わされた。

また Barlles 氏か句.駒 J品からの移+ムでキャンハ

ス fM fl'! がむしろ減勺たのはfPJ欣かと L っともな'i't

Iii]もあり .liH[ から!リ l 快な j話谷があった。ニ

の 'Ii 務 (\(j 型€:.~が附 iii に解決される IJIJ~l 物むあリ.

丸、ぎんが竹山 l主"とぜ涼 '-j': n-j-H:;~1J 家"を見 "f- のの

ち性 ft を)\、にしながり懇談. LIf，'を終了した。

(担.~ L己弘~)
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合ポエジャー海王星探査電波科学日米共同観測リ

ハーサル (ORT-! )無事終了

米年 8 月の~$E.~査機ボエジ々 2 り彬F.J，t探

伐の← f~1 として NASA ジェ y ト推進研究所と:JI， I ，;J

て"11 う 1[t.i.庄村・下尖験の第 Ilul リハ サル(ORT-I)

カ，

I)数 10位キロメートルのi卓くからきた微弱な 1t

波が碓尖に受ill H1 来ること。

日)本番のオベレーンヨンと同じ手順で観測が硫

実に山来ること。

III) 地上の観測機械が正しく作動すること。

IV) データが的実に取得され必要な刊能を l品たし

ていること。

を雌認することを目的として 10月 21 日におこなわ

れ.成J)m.に終了した。これか旬、米年 8 JI まで

あと 3 1 1I 11 ，;J様のリハ サノレが行われる。

(刊I !~';f口開I ， /，)j 型J 官、)

*SOCCER会議

SOCCビ H (コメ y トサンプノレリターン計画)に

l則するジョイノトワーキンククループの集リヵヘ

IO)-J17 ・ 18 C1 1,1,! H 、本 ILINASA より多数の|刈係-1'，

を集的て mlfii:された。 SOCC ヒ R は 1995-97 千rtll

に故地なれち上げ 11与lYJ を迎え.他的感 JI~ ミ'/:;/ヨ

ンと Jtにしのさを I'IIJ っている取中てωある。

SOCCER とは Sample ofω削Coma E注目Ii Return の略だ

そうだが，そ iLはともかく ， X'"n日当の U先 'I の

例人的にお射さなスホーツだというニとが 1白般の

命名のいきさつに i主いない。 3 ヵ月科の制い ISA

Si情。i を機会に.~..i£に級官伎を採的た Cadda rd(t¥

司 SA のFarquhal 氏をはじめ.何人かは l坑に ISAS

に1'1 1主かおいで Ifl いた )f て二テ'イスカ y ション L

7 ちとけた宅気の l勾に i且的句れた。それにして L

'J i\SA 関係告の海外 iJ~ 航賛同怨かきには鰐かされ

る わずか 2 日間のこの we のために， JPL よリ

Yeomans. Smith 他の者名な人物が来日したので

ある。 Ix カ'!SAS はどうて'あろうか， NASAI Rl I か

句の従来む非常に I1 体(I') で， 90 年代に新たな工''{

l~ili. を n ち I -.l fてはどうかとか.ず L、分つつニん

だ .O~}~ t，とび t: した。 J主術 n'lIこは新しいダストコ

レクターやエアロブレ キについて H米共闘心が

，.::j(/i' 、のフレゼンテーショノに.t.]する1'I~ ~ i,f 1

発であった。 '!'!こは自分的名 'iljは Aera-13rak 川g

I'::nginccringであって Air-Brcalhing Engine で

は熊いという某助教援の来しいあいさつまでとび

だし.まずは泊先ながらもなごやかなミーティン

グであった。(川n作一日1\)

*食堂オープン

1:る 9)1201 1.相悦151キャンハス内の聡rl 会館

に食中ーがオー 7/ ， 1ミ句〈イ、i史だった食・I>均九七

j[[距離で可能となった。析しい食堂は、 1.1 ，1 形に，~

(1mu 却を設けた.i1: I) で.外の光を {f 分に採り人

れた叩 l るい本内と猛った持 f とで.独特のみ:凶公

をつくリ .IH している。因みに ， I.ムさは 202 III で，

駒場キヘ・ンハスの食堂の 6 古IjJ相しである。

とかく各自のすーにこもりがちのす・'Ii j f，j fのIi人に

と勺て j主食 H寺のコミュニケーンヨンの坊として

も III いられ、 17 のテーブル司 68 馴lのf~j {が ;u~ 宅

時はいっぱいになる。 1 CI の+IC) の干 II 川1-，は，約

200 人 fJ\ 肢とまずまずの泊り山しのようだ。

駒場時代と拠るのは，予約により夕食のサービ

スも受けられることで， H~ 身ど;ゃ.夜行 nliJf究者

述には悦利である。メニ斗 は， n{ 予定食から一

品料 )~l まで 20 1'[!制.その他.喫茶. I門書 i!i，つまみ

町lがある。

lit;U:のぷによれば. I井·Ii， 'i 後 l ヵJJ1 tt リの nil. サ

ービスを軌道に，肢せるのに全力投球をしてきたが.

今後， 相l川昌一の .n: 見(， 'Yk ぃ上げ. メニ斗ーの l刈谷

やサービえの [llJ 上に努めていきたいとのことであ

る。な .t5. ，叶として L ff ，~利 1早当 fEU 会( II;: 粕、)を

ぷけて.閉店{去の尖怖を路まえた1' 11111 r，.の芯.見を

以映させて行〈万針である。

'j':' ，山.研職以の it'l 川町レベルを泊して， C1-1三の

宇宙開発の引を 10 ，イ 1 する )J を間接的に民ヮている

I， I i1ζ さんのが i »U にlU llS したい。(小谷官 1\ )

-6-
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下 パルサータイミング観測による背景重力波検出

宇宙科学研究所平尾淳一，河島信樹

このスペ スアス|ロノミーの Jj'[ も、ガンマ線

から品、外，辺誠へと次第に iJH 去が長くなり.つい

に今 i立は. IF 力波のI.1J f昨ということになった。F.

P::"! としてはもとより.その有拍すら観測的に陥

必されていむいので， スベースアストロノミーと

いうにはいささか公がひけるが. とりあえず. Ifi

力 i庇検 11 1\ の試みのひとつとしてノリレサ のタイミ

ングlilt訓II を利介することて“おれし原n ，、たい。

この Mi，は， ハノレサーの{百号がニト '~1' :1: In:l をった

わるあいと， iE 1J 臼JLによって引き起こされた宝nn

(1)企みによって変B測を受けることに lJc同したもの

で， J原則は以前から知句れていたが， 1982.11'以降

ぞくぞくと発凡されたミリ秒ノリレサーの出現によ

って、新た主 n 同を浴びている。

このよっなノりレサーの'I'にはすでに， 107 紗 ( 1

年)以上の II-，~:IHJ スケー Jレで観測限界が地」め原(­

Il~fIi1 の村山で決まっているものもあり，ノりレサ­

1'1 身カ (JJ;{ (lI ~i rll を越える打 illt lI ;r~ I となりフること

を小 l安している。

フリンス|ン大小とカリフォノレニア大 '7 パーク

レイのグループによる観測によって十:'d~を出 Jた

している背 J;t illJJ 械の上限として.iIl力法だけで

Lト '[j:j を閉じさせるのに裂する強度の I J) 分の l が

えら j しまた(' i;'di のひもの里1l， i市〕の千測に対し

てら制限をりえつつある。

。 I.G 3.2InS

臼田64メートルパラボラ7コンテナ

f'di科学研究刈にお L 、ても句1'-1111 のG4m アノテ

ナを利用して.この 8 ))にはタイミング統制IIに iii<'

もイl 力枕されている尚安定なミリ秒ノ、ノレサ-- I'S

R1937+21(凶 JUlIo ミリ秒)の〆、ルス)点うすを 2.3

ギガへん'/ ，:;'1 において倣認した。

また。 Iーに述べたようにタイミング観測をおこ

な 7 観測所が I判えることによって， 1 年以上のタ

イムスケ ルでの ~1:1~' に安定な liS b; lj 似iV;としての

ノリレサーの利 J+J (, JJL':ム昧を 111 びてくる。

(ひらお・じゅんいち.かわしま・の.;.-き)

臼田64メートルヨコンテナで受信されたミリ秒パル

サ-PSR1937+21 からの信号

一 7-
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IAFCongress, Bangalore, India

1'11 努'j':'ri i航行述 I，~日(l;\ F)町会議 Ii. iキ同もち

まわりて '~1 ，ょ年秋に聞かれます。二十二'山'凶発に|剥して

はソ速や点 i吐 l剖を合めた放大規十史的 1'1 際会議です

半前に I則するプロジェクトが中心的会議で.側々

の専門分野を I.，リ下げるというよりは.宇'山 t*， J 発

的全体{主を令 i止料的縦似て'的附に杷 Iii' することが

できます.今年は南インドのノ'/庁ロ-}レて -'1m か

れました。参 JJII 将は.同 11' の婦人方も含めて全体

で約一 T·r ，. 日本からは 52 名です。 L十三日 i 6i fからは

9 名が参 IJII. PI[究党 Kやセンンヨン内 Ii! 会.その

他綿々な研究情報の交換など、 4JE ・義な\I寺を過ご

しました。林光 'I令はヨーロ γ、に引き続いての1-'-\

'JU. またニ 'I;~ 先生はづ|絞きアメリカへ行かれるな

ど 文. j<jjJjリ同点作内定の活附となリました。

会淡町セツンヨン総数は n. 登録された J向文数

は69 1.ニの他にカレントーイベン!などが含まれ

るという刊日な内容でした。フログラムも A 4，阪

で 1 川!の 1・4みです。ノト同町メインテ-?は句 スベ

ースーアンドーヒュ-?エティで.テーマセ~:..-'

3 ンでは句世界人 LI は i的1;30年間に他地して脱抑

制I.e: 人‘今後40年Il IIに更に倍増して向他人‘ しか

し食料 'I:. ，m物的 rlt は同f'0'.I主 ということか句始め

られた村 JI・先'主 <!-U 大 'I'.foJf リモートセンンング)

の地球開殿下7についての描出が.アジア地域を

!.f.¥.点にして況 l! fJ J があり HJ'I' でした。本 :1 司のス

へース ステーンヨンや l三 SA のコロンパス Ii I 画

に|品 J I>る研究発点は.やはり数多く.中心、的なテ

マでした@米 ["I はスヘ ス・ステ y ョンーフ

リーダムという III び Ii でその後円リフレ， "ユに

努めているようでしたが.むしろそれらへのア 7

七ス千伐として次世代ロケ γ トのセ'/;/ョンカ: 'd.'

かなか胤況でした。また火 M探作開発は.功、図や

ソ迭をはじめとして lrl 近的多くの|玉 l の々共通の

lief. 凶という感じですのソ連は全体的に例年になく

おと主しい悌子でしたが 州当者向年代が変わり

つつあるのか. 1U この英 BEE はだい」 ζI Jf J ti 易くなり

ました.火 Jl~. 探保 i制発のようなピ y グプロジェク

トでは|五 [I~I 品 71 ，がきかんに姐 υ謝されていました。

寸 H-i の!制業干 11m は i だ軒 1 ょったばかりですが ほ

とんど 1'( f.ムが u* になる 7在来む見フけられ その

h\ι りでないと IIIlだたしく主るよう主セツンヨン

名取通弘

むそのうち山てくるから知れません.

バンガロール Iよデカン出 l胤の}壁材 I也ということ

ですが イノドの人 Uは 8 f主人 同土は 8 -1>:向車 '1

9.5ft~. 見th くなみに人で一村、です。会 JYJ 中は会場の

2 ホテルと 1百合的問 1 をそれぞれ 7. 8 分.歩いて

iU 証しているだけですので、また 1寺に今川はトラ

ベル エージェントにホテルの下向己等.みなまか

せて.さ句にその指"、通リ. 'k 水は飲まむい.ホ

テルのレス l ラン以外では食 l与しないことを -:y り

ましたので.それほど特別!なことはあリませんで

した。 ~1 ‘は旅行則的湯沸しを f守っていきましたカ久

長友先生は lFii 知市みの飲料水を 11 って行くと.み

なボーイに go f'J け句れて弱ったそうです。食 I' は

み"悩「なので‘ どれを選んでも似たようなもの

て寸 m が. カレーの他.チキンやマトム〆は J:il，-、しく

食べりれます。カレ の場合.チベハティやナン

といっ名 Iii] のV た L 、，、ンにつけて食べますが、そ

うすると必然的に T を使ったほうがうまく食べら

れよす。術 I_Eo状態の志さの↑也作 Y 料の~っきか

りも.お胞をこわしますが‘甘 'til るとその後は人

変快，出 i とは.同1I次光 'I の体験です。秋葉、ニ洲町

。 i目先生をはじめ i 山研のシニアの;レ Uj は‘ イン

ドのノ〈イrI4を始めからものとむせず. な々と向。)

さ句 il たj，~て'した

インドの一人当りの国民総生雄は 280 ドル. II 本

Ii2h ドルですので.在、たちの 1.4%です。 II 給は

中照的研究おで 2 -f ルビー( 2 万円)ということ

を Ill!きましたか句.店、たちの泊ったホリデイン

，ぐノガロールの宿泊代 (850ルビー)などは U が成

び11\るような高級と J フことになります。凶 11は

むちろん郎J/i却でも米両小屋よりもひどいところ

に休んでいる家政も多〈 貧富の ill";!:. まことに

時くべき ι 的です。それでむ人々はゆったリした

lゅの流れの ι とて巾I事むなかったかのように辺ば

れていきます. 2}レピー紙幣の巣には人Lj，l.i J-ilが

ttl.かれて.八Iii さんI.NTT) の訴では. tqjJlt 試験

装'-Iiて'. Lf.lit，~なものを J前えているとのことて'した

l. その1也.どんなに j'l，引がllilてむ白 fd を判っ

てノープロプレムと員い切る態度や L のを売り

つける l祭のむちゃくちゃな集中力など.インド L

むかなかのものでした。I.なとり・みちひろ)

。
。



_，J・?'宍:::----.­
1込己号訴宙 宇宙環境 (2)

機械環境(その 1 )

機械l;'i j-}~ とは， I.川辿 l丸 1M控， ff科 ， I!Hi)J なと

の}) ，γ 的f~'UJlのことである。 ljijーちの本側に述べら

れている係に '-J':'I山環境は n ち l げE11境"と"本

当の J 山崎杭'に分け打れるが，機械卯境にドIH っ

て I 1:z. ば I~'~者は後者に比べて数桁以よも厳しし、。

ヰ 'dJ'機協は I也じかり jJ ち上げられて初めて "j-: Hiへ

到達するので，時In] にすれば高々数分Ifnの五日境で

あるにも州らず守ヰ-，山機出の力学 (I~JFJi日|の大部分

をこの jJ ち I". げ機械ZIl境が文配することとなる。

従ってニニでは打ち上げ機械以波について述べる。

jJ<々がエレベータに来って卜舛を始める時に ))11

p串J5E を感じるのと問械に， ロケ y 卜が成び』ち加l

iiliするときには.機内に一様に推})によるi\'ュ定 'I'~'

))11;止!立が生じる。凶 l は今年 2 月 ざんがを1' J

ちトーげた M-3S 11-3 号機の )JIJ ;生皮胤魁て凶ある。千キ

段燃焼 'l' に 1)11 i止i伎がしり tがりに地大するのは燃

料が m'{i( されて機休 f!f rJ:が減少するためである。

図 l の場作には，第:) rtt 燃焼末 i日|に IJU; 虫伎が llG

以上にもなっていて、似に人が来っていたとした

句とても耐え句れない。一般にこのような市ミ定'出

))11; 創立は， M-3S 日明ロケットのような. [， I;l 体燃

料ロケ y 卜に比べて ilU 休燃料ロケ y トの Jj が小さ

しまた句一般には大別ロケ y トほど小さい。甘 IJ

えばスペ スンベトノレの幼子干の最大 1111 は約 3 G で

12

10

8

6

4

〔

臼

〉
囲

閉

思

。

012367 B 9
曲悶〈自〉

図 1 準定常加速度例

a..10

'0 醐
1四"，

r、1. 00 。

。

>

"凹 g

凹

幽
矧
毘
悶
邑

0 ,

" 1【羽 1.000 10.000

振動数

図2 衛星分離に伴う衝撃スベクトルの例

ある。

ロケ y 卜が飛び立つ瞬|削や飛期 j 'I·' に突風を受け

たり fil' Wi ロケソ|を1;1)リ脱した l時などには，機体

的応答 Jill 動によって過渡的力 IIi 車!立が生じる。 It·~: 干

は·flI t有Iの4;)) 村 '1'1 にも依るので.お存様の性 'tX によ

って b £;'11. 克がp:.わることにもなる。 M-3S II 引ロ

ケ~ I の発射装荷からの阿佐脱 II与やスペースン吋ト

ノレの杭|塗 IIキには数 G のj目減的 )JIJ 速度が生じるニと

がJうる。 iVi ~I~' 加 liilil 立や過仮 In 応答 ))11 i卓伎は正に

1街星梢休なと rの柿 I立にとって厳しい成涜である。

,.pi j映は継続lI<yl lJ Jの大変t-g.ぃ過般的 IJII ;虫!主である。

衝撃は1fH世屯 f 機 ~iiなどにとって大変ij 芯を裂す

る域境の一つである。多段ロケ y 卜では不lrJにな

った下段を順次切リ自~して行くが，ニ(!)時などに

i品I般が発生 L ，高い晶、自J数成分まで含めると擁T

j!if;~ ていの M: は数千 G にもなる。|刈 2 はデノレタロケ

y 卜の l{{.j J 1 \ 分間 If に i牛]組 iJ! 棋の悼 I' 供応答スペクトノし

である。 II<動数の FZ い成分はあまり主主〈へ Ii 、わる

前に減抗するが，分月 It.( Tl) j!iくに椛， I在された機総に

は大変厳しい l;'itj~ となる。 くつづく〉

一 'j-:'11-i 研一 小型}出作次日 1\

-9 ー



宇宙開発と施設周辺

わたしどむのまち内之;，1111/)に 束力ミ大 '"'I の '1'.''11

1:1.術研究所によるロケ γ ト尖験場が.世iFE されたの

はIl({手1I ~7午 2 )Jとなっている。仲代ニ代の Ii川i見や.

~"\ 12代以千!大 l;E の史跡のある川 lニオ主主IIの 'j·: 'ti i lJ r·J ~t

のたd内の」と助:.t:J:iカ~H\71とるニととて川f](IJ Jぐt: fi:~ v 、

た ι のて'す。然しノl ら I. 'l 'llL jffiに必l する山の|品)) ,
見今後の j': 'Iii 判 7' 町内事 l り l が人間1にとり泣けて辿れ

ぬ喫!訴の，i~~也iて'あるががI'll解されるにつれNlflI.'の

協 JJ LIII!の九 I'~l¥ を併げての 'I' となリ.刊に II{{ 有1

4 ，，·'1'--11(が [iii 初何人上向r)I'. rj;j; すみ J 11 ち '·.If の

時て :'I;. 人 lt' を九 L した foil 先的成~に‘ J<f1 正その 1也L 、

ささかのミスむないようにとの 念から}くの III)

l己か III ill ある郷れに I， I.~ I/ J m時fi の参打=を千 i ゥたこと

を J己眠いたします

l'dl.).，内之浦を ，ill 札た光 '1:. Ii の't'で I' 本先 'I' ..

tf. 先 'I よか l祉に他人となりれ. l~ ':j.-1、先'I'.. ""，} 'I 先 'I'..

尉品先 'I ヵ J、 F を1.り札.また， 'I 斗己光 'I:.. ~1f 十 I 先

'I.. /卜 III 泊二't..小"光 'I:.. .('1"行光司と町続々出'1':き

れ町，:， UI の地さ~ }J.l,,,,‘し句されゐ今 II て"(h リ正す。

その 11\1 'J,i!if!! JJ，~かj.'.，(;j:続々とみ 111'j らしい観測の jι1と

を III 叫に 1)~ fJt されておりますが.ハレー似 illil でし

III: 'N.の[Ii[々と|品))の 'λ をやげられたと 11↑l さ.その

，0バぶりに III! J(は代が I'，の織におんでおります。

'kM車場 J止tl'i.の lI 初 lよ I' 引 i 和l川のためとか ~"J'

4、の 'j·:'!.i i 利 III のためとか悦然としていた II ("IL,
III の 'I'は cfiiirj として抜w川市1の時代と主リ.今や

W'，正4 ・，y- 命カ‘目;白ふされるlI·H\: となリました fl、 RiJ 、

j':'liilm 完 fili I! は，主いよ 4、のニとと巧えて， 'Jとのとこ

ろ I~I ，しイJ、今 つ切'Jとでなかヮためてeあリ主すか.

G I"I'.IOII 未に鹿児 ';，'j IIj に jj l、て n'i"技術Jj'. J ・

'Iiil:r~ ~t 'J~:L I-Iif-t ~j 1i {i'"会. 'j-:Hiua 発fff.; 且会ぷ..I I，ぴ lよ

りモ 1 セ/シンタ Hi~:r センターの )U Ii'‘止:には

IJ~ リ1~ J:. 'j~ ，~プ I、 l品 t 'e ということて""ノホジウムか lIB か

れ ， l. if、共にとりましてはj-: 'I れから I也Yドを』よるとい

うザブテー 7の泊り •rHW~·J 1とが恥 j七の LJ む地球

の IJI. '~l を(，，) fi"«，に分析し I""'; i主主神略的解 "II と品併さ

に II ま h ず.店、共 II'j百のキ魚川生1円にまで平'lf1.l!をリ

える 1北米が)Jl'kのものとしてゴOIJ正している 'Ii を知l

りさ i L. 九T くと jむにノff五グラ人員Iiにとり J<Hi 刊';を

拘l るニとは絶対イ、吋欠のしのとのZZ，i躍を j;~、的た二人

めて'あります 特に一次di 1~の多い出l 等， hit て

し i.((1.1~ペJ林業の比・Rの r\-:l" 、1'l，1':;梢造的L-j l で. リモ

ー l センンングにより渦中的温度が~it~JIJ でき.林

1'1 物のJr仏吋-~J1j 物的 I!M£'·i~泌がわかればその思忠

IH"I リ知れないと思われます 又 1m くとニろによ

ると i·:·lii·'~mlは大公ヵ、なく慎 ，TU)状態であるため
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地Jーでは雨明l な刈性能付科的事43立に泊していると

のがでありますので.今後とし発射場の4iZ怖を l

分行って雌ければ作!といっても射場に近い1引が総

てのiii ，1'，材中出や·'+:'di ステ ンヲン的平11m に印刷!

と思われま寸。したがって|荒川コ以I'll，，)も，今まで

ひたすらニの地l祉がよ4との人知的ギせのために.

研究首の }j 々が以剣な努JJ を附 i i されている "'-J';. を

芯りとして.以かくは寸って米た地Jじ II.'や広くは

県民的I~ぃ :tg願達成のた的.一層的地J立の充実を

史"h して般くよう哨んでやみませんa

時11T L我々のIiむ地球が銀河系である'I'に凶ん
で引1" 1'- IIH 文部1';<7:>字筒科学研'先耐のキャ/ハえ

が昭和 6~ 可作に iii 新;rz WJ を仙 l えた施設を相快 1，;( rli

に完成され， X[ 司 IIi が本年 8 川に待望の全 1"·122 需

U の5071 mlrli になったのを J己念して'ド-.t iH' 下研究

刈の 肘的発泌を刷う組行的 L とに相 l悦，，;~キベーン

ハスの 1也.ロケ γ ト燃焼ぷ験場のある能 I ~ rli 句大

気球出 <;"'11 計のある一除問r. G~ メ トルの大，、ラポ

ラア/テナのある lιI 川 1111 Iえびロケッ|打ち」げ施

jilt のわる l付之;， III I1 Tがそれぞれ 1'1 蛇卵焼や干 I» 会的条

刊のぬいを点リ越え、-II(が IJ l' の 'j-: H i!別発的1..， I止

び次代を j' lIう N少年の I" 人的物 (J~J 文化的交流を

ii うよととなり. 作[Ii\でイベノトを fiji し的発な交

流カ/tf j まりゥつあります u 店、どもの内之浦 III I でむ

下 Hi 利マ研究所を肢として.この施設に扱する町

j¥::~£!いの成を卦 :~i Il I j生1'1;の由:とす， f·) け 白少年が'j':

'W 十ド F と t-t--" 林の働与を午 ~I': するゾーンとして 将

*は/l\J伐材の ?Irj 1-1 1 により -1~"'j: ?'t ゾーンか隣桜町公

1吋の 'I' に 7 イ風向刈球式的キャンフ liJ口 y ジを w

ったりと r:I'llllj を執ヮているところであります。そ

のi也.件 [iii のそれぞれの特色を l 分 'I ーかした末広

い交流を凶るニとにより 下'ii iの事 I IIJ が身近なむ

のになるよ" «，引〈りたいむのです。また今.1 fC j: l，l，~

r; 1~ 鹿児}:，~ IIi がr! i 制 I' i 同年記念 'I'; :\"として 火山と

よ点的フ L スティパノレ サザム〆ヒア :n が， 64 年 3

J116IJ カら 6UU In] にわたリ laJ かれますカ.メーノ

会場 J I-: 1(11 拠には山児 μ飢行 r'l\ 肢の'九物大向日一日

ロケ γ 卜の Jet 日刊 'J が皮 'I 、され. X' j< 'di 体験気分が

味わえるい Hi 向(スへースホールし松山されること

となり.今や脱 V~!; ，'j は， I は i汁 iilm:;~ 促進協議会

を光州に鹿児仏を挙げて下山 U.'j:代的自 :~I:fJ けの刈応

に取剖 lんて "j.; ります。多くの先人法七日障やその成

功をは}ゥて御 l川辺を!切るむのといじ‘銀河述郎

のぷ川 I I.'と L r を繋ぎその成 I)) の早か句ん・"を祈

る ι のであリます (内之;，Ii IHj L~ . 銀河;'.l U事

ウチノウラ共和[I< I 大統制.まつやまーかつみ}

~\ 叫しかった U，秋と l崎< IHiに i劫さ

ノE\\ J , I) , 11 ち l げ実験い、よいよ冬の

VlU21J 帥である。(抗本)
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